
（別紙様式４）

〒
（住所）
（電話）

〒
（住所）
（電話）

昼夜

1,890 単位時間 720 単位時間 540 単位時間 1,170 単位時間 0 単位時間 0 単位時間

年 単位 単位 単位 単位 単位 単位

72 人 69 人 人 41 % 7 %

人
人
人
人
％

■就職者に占める地元就職者の割合 (F/E)
％

■卒業者に占める就職者の割合 (E/C)
％
人

（令和 7

受審年月：

（Ａ：単位時間による算定）
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単位時間

単位時間

単位時間

単位時間

単位時間
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（Ｂ：単位数による算定）
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中退率

令和8年7月31日

〒164-8787

03-3360-8881
設置者名 設立認可年月日 代表者名 所在地

学校法人小山学園 昭和49年10月17日 山本　匡 東京都中野区中野６－２１－１６
〒164-0001

03-3360-8831

専門学校
東京テクニカルカレッジ

昭和62年3月27日 白井雅哲 東京都中野 区東中野４－２－３

職業実践専門課程等の基本情報について

学校名 設置認可年月日 校長名 所在地

工業 工業専門課程 Web動画クリエイター科
平成23年文部科学省

告示第167号
-

平成26年3月31日
名称変更 ： 平成28年４月１日

分野 認定課程名 認定学科名 専門士認定年度 高度専門士認定年度 職業実践専門課程認定年度

学科の目的
グラフィックデザイン、フロントエンドプログラミング、動画制作、マーケティング、ディレクションまで、守備範囲の広いWeb及びWeb動画制作技術の全体を見通し実践する
力を育て、変化の速い業界のなかで本質を見失わず自らをアップグレードし全体に貢献できる人材を育成する。

学科の特徴（取得
可能な資格、中退

率　等）
Webデザイナー検定

修業年限
全課程の修了に必要な総授業時数又は総

単位数
講義 演習 実習 実験 実技

2 昼間
※単位時間、単位いずれ
かに記入

生徒総定員 生徒実員(A) 留学生数（生徒実員の内数）(B) 留学生割合(B/A)

28

（令和7年度卒業生）

25
■地元就職者数 (F) 24
■就職率 (E/D)　　　　　　　　　　： 100

96

就職等の状況

■卒業者数 (C)　　　　　　　　： 32
■就職希望者数 (D)　　　　　： 25
■就職者数 (E)　　　　　　　　：

年度卒業者に関する令和7年5月1日時点の情報）

■主な就職先、業界等

情報通信業界（Webデザイナー、映像制作、Webシステム開発等）

うち企業等と連携した必修の実験・実習・実技の単位数

（うち企業等と連携したインターンシップの授業時数） 0

うち企業等と連携した必修の演習の単位数

当該学科の
ホームページ

URL
https://tec.ttc.ac.jp/departments/web-visual-creator

100
■進学者数 0
■その他

7名

うち企業等と連携した演習の単位数

うち必修単位数

企業等と連携した
実習等の実施状況
（Ａ、Ｂいずれか

に記入）

総授業時数 1,890

うち企業等と連携した実験・実習・実技の授業時数 330

うち企業等と連携した演習の授業時数

うち企業等と連携した必修の演習の授業時数 30

総単位数

うち企業等と連携した実験・実習・実技の単位数

30

うち必修授業時数 360

うち企業等と連携した必修の実験・実習・実技の授業時数 330

（うち企業等と連携したインターンシップの単位数）

教員の属性（専任
教員について記

入）

 ① 専修学校の専門課程を修了した後、学校等において
その担当する教育等に従事した者であって、当該専門課
程の修業年限と当該業務に従事した期間とを通算して六
年以上となる者

（専修学校設置基準第41条第1項第1号） 1

 ② 学士の学位を有する者等 （専修学校設置基準第41条第1項第2号） 1

 ③ 高等学校教諭等経験者 （専修学校設置基準第41条第1項第3号） 0

 計 2

上記①～⑤のうち、実務家教員（分野におけるおおむね５年以上の実務の経験を有し、かつ、高度の
実務の能力を有する者を想定）の数

2

 ④ 修士の学位又は専門職学位 （専修学校設置基準第41条第1項第4号） 0

 ⑤ その他 （専修学校設置基準第41条第1項第5号） 0

第三者による
学校評価

■民間の評価機関等から第三者評価：無 無
※有の場合、例えば以下について任意記載

評価団体： 年月
評価結果を掲載した
ホームページＵＲＬ



種別

③

③

③

③

③

ワンフットシーバス ③

ウイングレット・システム株式会社 ③

①

③

①

②

株式会社セラク ③

③

③

①

①

③

杉山　司
特定非営利活動法人 中野コンテンツネットワーク協会/桔梗
ICTパートナーズ株式会社

令和7年4月1日～令和9年3月31
日（任期２年）

叶　修吾 株式会社博報堂プロダクツ
令和7年4月1日～令和9年3月31
日（任期２年）

経塚　真裕 ソフトヒューベリオン株式会社
令和7年4月1日～令和9年3月31
日（任期２年）

澤坂　智之 株式会社Artisan
令和7年4月1日～令和9年3月31
日（任期２年）

高橋　善之 株式会社ETS 
令和7年4月1日～令和9年3月31
日（任期２年）

中山　典隆
東京商工会議所 中野支部
有限会社 イプシロン

令和7年4月1日～令和9年3月31
日（任期２年）

北川 淳一郎
ヤフー株式会社
ﾃﾞｰﾀｻｲｴﾝﾃｨｽﾄ協会ｽｷﾙ定義委員

令和7年4月1日～令和9年3月31
日（任期２年）

坂本 一憲
WillBooster株式会社
早稲田大学研究院客員准教授

令和7年4月1日～令和9年3月31
日（任期２年）

佐藤　周平
令和7年4月1日～令和9年3月31
日（任期２年）

高堂　博司
令和7年4月1日～令和9年3月31
日（任期２年）

岡山　義光 株式会社産業連携機構九州 / My-IoTコンソーシアム
令和7年4月1日～令和9年3月31
日（任期２年）

ポール・リー 株式会社Terakoya.ai
令和7年4月1日～令和9年3月31
日（任期２年）

１．「専攻分野に関する企業、団体等（以下「企業等」という。）との連携体制を確保して、授業科目の開設その他の教育課程の編成を行って
いること。」関係

（１）教育課程の編成（授業科目の開設や授業内容・方法の改善・工夫等を含む。）における企業等との連携に関する基本方針

本科における教育課程の編成においては、Weｂ・動画の制作実務者として必要とされる基礎的素養を身に付けさせることはもちろん、業界
動向ならびに新技術の動向等もふまえて必要とされる知識・スキルを修得させることを目標としている。このことを実現させるために、また、
形骸化しがちな資格偏重教育に陥らないための教授法や教材開発のために、本科では、業界諸団体等の意見を積極的に活かし、職業実
践的かつ専門的能力育成に必要な内容を科目に落とし込むために、外部の関係者との間に密接な情報交換の場である「教育課程編成委
員会」を設け、カリキュラム編成の参考にする体制を組織的に構築している。

（２）教育課程編成委員会等の位置付け
※教育課程の編成に関する意思決定の過程を明記

本科では、上記（１）で掲げた基本方針を実現させるために、かねてより卒業生が在籍する企業等との間に「情報系高度教育研究会」を設
け、カリキュラムやシラバスの立案や教材開発、学生の成績評価にご協力を頂いてきた。この委員会は、本科の人材目標とカリキュラムの
整合性の確認や、輩出した卒業生の業界での活動実態を把握することも目的の一つとしてきたが、今般、この「専門部会」を、職業実践専
門課程の申請にあたって「情報・Web・ゲーム系教育課程編成委員会」と命名変更し、あらたに教育活動基盤形成のための組織として位置
付けることとした。
当委員会の使命は、これまで同様、カリキュラムやシラバスの立案や教材開発、学生の成績評価であるが、今後はより企業との連携を前
面に打ち出し、実習・演習科目において更なる充実を図ることとしている。なお、本委員会は、組織上は副校長の直下に組織され、校長を委
員長として業界団体や有識者、企業関係者などの外部委員の他、企画部部長、科長を内部委員として本科の教務関係の検討を行い、理
事会への諮問をもってカリキュラムの変更等の承認を得る重要組織として位置付ける。
（３）教育課程編成委員会等の全委員の名簿

令和8年4月1日現在

金井　伸也
専門学校東京テクニカルカレッジ
データサイエンス+AI科科長

令和7年4月1日～令和9年3月31
日（任期２年）

名　前 所　　　属 任期

白井　雅哲
専門学校東京テクニカルカレッジ
校長

令和7年4月1日～令和9年3月31
日（任期２年）

井坂　昭司
専門学校東京テクニカルカレッジ
副校長/情報処理科科長

令和7年4月1日～令和9年3月31
日（任期２年）

多賀　大真
専門学校東京テクニカルカレッジ
学務室長

令和7年4月1日～令和9年3月31
日（任期２年）

呉石　義明
専門学校東京テクニカルカレッジ
情報処理科　主任

専門学校東京テクニカルカレッジ
Web動画クリエイター科科長

令和7年4月1日～令和9年3月31
日（任期２年）

松沢 一徳
専門学校東京テクニカルカレッジ
ゲームプログラミング科科長

令和7年4月1日～令和9年3月31
日（任期２年）

後藤　英明 株式会社ネクストワン
令和7年4月1日～令和9年3月31
日（任期２年）

開原　裕一 株式会社ネクストワン

令和7年4月1日～令和9年3月31
日（任期２年）

藤原　瑞卿
専門学校東京テクニカルカレッジ
IoT+AI科科長

令和7年4月1日～令和9年3月31
日（任期２年）

川辺伸司

令和7年4月1日～令和9年3月31
日（任期２年）

片山 善久 株式会社エフ・エム
令和7年4月1日～令和9年3月31
日（任期２年）

阪上　誠 株式会社テクノプロ　テクノプロ・デザイン社
令和7年4月1日～令和9年3月31
日（任期２年）

田中　正吾
令和7年4月1日～令和9年3月31
日（任期２年）



（年間の開催数及び開催時期）

※カリキュラムの改善案や今後の検討課題等を具体的に明記。

AI技術への取り組み分野について
AI技術への取り組みとして、現在指導している制作技術と生成AIの脅威、共存についてどのように取り組むべきという意見が出された。
生成AIによって、今教わっている技術が不要になってしまうという認識に学生がならないよう、Web制作ワークフローの中で生成AIをどのよう
に活用してゆくかを指導し、生成AI活用するクリエイターを目指すよう指導すべきという意見が出された。
これを受けて、情報リテラシーの授業において、AIの使い方にとどまらず、Web制作のワークフローについての内容を取り入れ、生成AIを活
用する機会がどこにあるかを理解し、Web制作において適切に利活用できるための指導を行った。
対象年度：R8年度1期（2026/4月-5月）
対象科目：情報リテラシー

企業・団体からの受託

　※委員の種別の欄には、企業等委員の場合には、委員の種別のうち以下の①～③のいずれに該当するか記載すること。
　（当該学校の教職員が学校側の委員として参画する場合、種別の欄は「－」を記載してください。）
　　　①業界全体の動向や地域の産業振興に関する知見を有する業界団体、職能団体、
　　　　地方公共団体等の役職員（１企業や関係施設の役職員は該当しません。）
　　　②学会や学術機関等の有識者
　　　③実務に関する知識、技術、技能について知見を有する企業や関係施設の役職員

（４）教育課程編成委員会等の年間開催数及び開催時期

年2回　（上半期１回、下半期１回）

科　目　名 連　携　企　業　等

（開催日時（実績））
第１回　令和7年７月18日　１５：００～17：00

NPO法人プレシャスネット

リアルジョブプロジェクト3 中野区、東中野駅前商店会

リアルジョブプロジェクト5 株式会社やる気スイッチグループ

中野区　保健企画課

（１）実習・演習等における企業等との連携に関する基本方針
本校では、教育活動の形骸化を防止するためには、まずは上記の教育課程編成委員会等において現在のカリキュラムや授業内容等を
チェックして頂く事が必要であると考えているが、併せてその実施にあたっても企業からの協力が欠かせないと考えている。
具体的には、カリキュラムの中に企業連携科目を組み込み、その科目の前後の科目とも有機的に連携させ、入学から卒業に至る一連のプ
ロセスの成果として表れるようにすべきと考えている。

（２）実習・演習等における企業等との連携内容
※授業内容や方法、実習・演習等の実施、及び生徒の学修成果の評価における連携内容を明記

（３）具体的な連携の例※科目数については代表的な５科目について記載。

リアルジョブプロジェクト4
全国自動車大学校・整備専門学校協会
（JAMCA）

リアルジョブプロジェクト6

企業連携の方法

企業・団体からの受託

企業・団体からの受託

企業・団体からの受託

企業・団体からの受託

第２回　令和7年12月4日　１５：００～17：00

２．「企業等と連携して、実習、実技、実験又は演習（以下「実習・演習等」という。）の授業を行っていること。」関係

企業および団体の宣伝PR媒体を制作する案件を課題に企業連携による実習を実施している。ただ単に要望を聞いて制作するだけではな
く、対象企業の業界研究、競合研究を通して企画立案を行い、制作案を提案している。当科で学習している技術を最大限生かせる案件を手
掛けることとしている。

案件の具体的な例
・企業の販促物制作（店頭配布冊子、PR動画、店頭装飾、キャタクターアニメーション）
・イベントクリエィティブ企画・制作（Webサイト、ポスター、プロモーション動画）
・セミナー、イベントのライブ配信

（５）教育課程の編成への教育課程編成委員会等の意見の活用状況

３．「企業等と連携して、教員に対し、専攻分野における実務に関する研修を組織的に行っていること。」関係

（１）推薦学科の教員に対する研修・研究（以下「研修等」という。）の基本方針

本校では、専門学校の教員には実務、学術、教授力の3つの要素が欠かせないと考えており、そのそれぞれの専門性を向上させるために
は、現状の能力等を適切に評価し、改善点を明確にした上で、適宜研修等による育成策を実施しなければならないと考えている。
  以上の様な考え方に基づき、本校では各教職員の適性や要スキルアップ項目等を見極めた上で、「小山学園研修規定」ならびに「東京テ
クニカルカレッジ教職員研修方針」、「同 教員研究方針」に基づき、研修・研究計画の立案や実施を行っている。具体的な内容としては、主
に企業や団体に依頼する形で実施される「専門性向上研修」や「教授法研修」、学内での集合研修が中心となる「教育界認識研修」などが
あげられる。これらの研修は、年度計画に基づいた校長指示により実施されるが、教職員自らが自己研鑽に務めることを目的として自ら研
修・研究の実施を希望する場合においても、校長判断によりこれを認めることがある。

（２）研修等の実績

吉祥寺ハロウィンフェスタ　メイン
デザイン、ポスター、サイト制作

人材採用プロモーション動画制作

研修会ライブ配信

ムーンロード秋まつりライブ配信

中野区食育キャラクター「うさごは
ん壁紙カレンダー」制作

リアルジョブプロジェクト1

科　目　概　要



研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

（３）学校関係者評価結果の活用状況
本校では、「専修学校における学校評価ガイドライン（専門学校等評価機構）」に準拠する形で「自己評価報告」を行っており、これを元に学
校関係者評価委員会を開催している。委員会において指摘された箇所については、校として必要な取り組みは校長、学科として必要な取り
組みは科長を責任者として、指摘事項の改善を図ることとしている。

（９）法令等の遵守

専門分野の技術の最新動向をとらえ、指導内容、カリキュラム見直しの参考とする。

Chat GPT活用オンラインセミナー 連携企業等： 株式会社レスト

『自己評価報告書』Ⅲ-1-基準9 法令等の遵守
（１０）社会貢献・地域貢献 『自己評価報告書』Ⅲ-1-基準10 社会貢献・地域貢献
（１１）国際交流 －

令和8年7月11日 対象： 川辺

専門分野の技術の最新動向をとらえ、指導内容、カリキュラム見直しの参考とする。

「第14回教育活動報告会」 連携企業等： コンソーシアムTokyo

令和8年9月16日 対象： 川辺、日留川

（２）学校運営 『自己評価報告書』Ⅲ-1-基準2 学校運営

（６）教育環境 『自己評価報告書』Ⅲ-1-基準6 教育環境
（７）学生の受入れ募集

専門分野の技術の最新動向をとらえ、指導内容、カリキュラム見直しの参考とする。

オンラインセミナー「Web制作会社のリアル」 連携企業等： 株式会社ガジェログ

令和8年6月27日 対象： 川辺

①専攻分野における実務に関する研修等

当校当科の教育内容・教授法に役立つ最新のIT、ものづくり（ゲーム・Ｗｅｂ）、空間設計、マーケティングや広報デザインを
知る

第13回教育活動報告会 連携企業等： コンソーシアムTokyo

未来会議2025 連携企業等： エム・ティ・プランニング株式会社

令和7年8月25日 対象： 川辺、日留川

InterBEE2025 連携企業等： 一般社団法人 電子情報技術産業協会

令和7年11月21日 対象： 川辺

専門分野の技術の最新動向をとらえ、指導内容、カリキュラム見直しの参考とする。

②指導力の修得・向上のための研修等

令和7年9月18日　対象：Web動画クリエイター科教員　川辺 対象： 川辺、日留川

当校当科の教育内容・教授法の充実に向け、加盟専門学校各校の教育活動を知る。

ガイドラインの評価項目 学校が設定する評価項目
（１）教育理念・目標 『自己評価報告書』Ⅲ-1-基準1 教育理念・目的・育成人材像

②指導力の修得・向上のための研修等

４．「学校教育法施行規則第１８９条において準用する同規則第６７条に定める評価を行い、その結果を公表していること。また、評価を行う
に当たっては、当該専修学校の関係者として企業等の役員又は職員を参画させていること。」関係

（１）学校関係者評価の基本方針
本校では、職業教育を旨とする高等教育機関として、各業界において必要とされる人材の育成を関係業界等のニーズを踏まえ目標化す
る。教育成果を評価しているかについて適切な説明責任を果たすために、どの様な理念のもとで教育活動を行なっているのか、また業界と
の相互の課題やニーズ等の共有化に向けて、教育活動のみならず学校運営の状況を公表する。そして、関係する企業、職能団体等、卒業
生、在校生保護者、地域の方や自治体関連部署等の評価を受け、その結果に教育活動、学校運営の改善を図ることにより高等教育機関
としての責任を果たすことを目的に学校関係者評価を行うことを基本方針とする。なお、評価者として企業役員、関連諸団体の役職者等に
積極的に参画いただき、職業に必要な知識・技能・態度に係わる質保証の視点を踏まえた評価の精度を上げることも方針とする。

（２）「専修学校における学校評価ガイドライン」の項目との対応

当科の教育内容・教授法の充実に向け、加盟専門学校各校の教育活動を知る研修

InterBEE2026 連携企業等： 一般社団法人 電子情報技術産業協会

令和8年11月20日 対象： 川辺

①専攻分野における実務に関する研修等

（３）研修等の計画

『自己評価報告書』Ⅲ-1-基準3 教育活動
（４）学修成果 『自己評価報告書』Ⅲ-1-基準4 学修成果
（５）学生支援 『自己評価報告書』Ⅲ-1-基準5 学生支援

※（１０）及び（１１）については任意記載。

『自己評価報告書』Ⅲ-1-基準7 学生の募集と受入れ
（８）財務 『自己評価報告書』Ⅲ-1-基準8 財務

（３）教育活動



種別

卒業生

卒業生

卒業生

保護者

保護者

企業等

企業等

企業等

企業等

企業等

企業等

企業等

企業等

地域

三浦　勝寛 株式会社リクルート
令和7年4月1日～令和9年3月31
日（任期２年）

吉田　典子 株式会社B.T.P
令和7年4月1日～令和9年3月31
日（任期２年）

岸　哲也 東中野五丁目小滝町会
令和7年4月1日～令和9年3月31
日（任期２年）

島田　祐輔
エーピージーエム　デザインアトリエ
法政大学大学院デザイン工学研究科

令和7年4月1日～令和9年3月31
日（任期２年）

杉岡　充敏 株式会社グッドニュース
令和7年4月1日～令和9年3月31
日（任期２年）

松本　晴輝 株式会社進研アド
令和7年4月1日～令和9年3月31
日（任期２年）

中山　典隆
有限会社 イプシロン
東京商工会議所 中野支部

令和7年4月1日～令和9年3月31
日（任期２年）

杉山　司
桔梗ICTパートナーズ株式会社/特定非営利活動法
人 中野コンテンツネットワーク協会

令和7年4月1日～令和9年3月31
日（任期２年）

佐々　義子 特定非営利活動法人 くらしとバイオプラザ21
令和7年4月1日～令和9年3月31
日（任期２年）

藤沼　俊則
フォーネスライフ株式会社
NECソリューションイノベータ株式会社

令和7年4月1日～令和9年3月31
日（任期２年）

楡井　真実 建築監督科　保護者
令和7年4月1日～令和9年3月31
日（任期２年）

阿井 恵美 ゲームプログラミング科　保護者
令和7年4月1日～令和9年3月31
日（任期２年）

常井　順司 株式会社Mizuiro
令和7年4月1日～令和9年3月31
日（任期２年）

澤坂　智之 株式会社Artisan
令和7年4月1日～令和9年3月31
日（任期２年）

組みは科長を責任者として、指摘事項の改善を図ることとしている。
例えば、２０００年以来専門知識・技術の習得のために９０分間毎の授業評価を実施するなど履修改革に取り組んできたが、その一方自ら
問題を発見し解決する能力などの開発も重要であるとの指摘を受けてきた。そうした指摘をふまえて、PBLの手法を取り込んだ問題解決型
授業「リアルジョブプロジェクト（以下RJP）」の創設・実施に取り組んできた。RJPに関しては、半期に一度の委員会において進捗状況を報告
するとともに、年度末に成果報告を高覧いただき、その都度意見をいただき改善に努めてきた。その成果として、学科横断・企業連携による
学内カフェ開設を達成し、学生の問題解決能力等の向上を図ることができた。また、RJPを正規科目として登録する際には、PBLにおいてそ
のプロセスを公正に評価する方法が必要との指摘を受けて、授業毎・期毎・年度毎の３種類のルーブリック評価票を開発し、学習の成果な
らびに学生の成長を見える化することに取り組んできた。
また卒業生委員からは、卒業生と学校、卒業生同士のつながりが弱いとの指摘を受けた。それをふまえて、平成２８年度から卒業後１年・５
年・９年経った卒業生を対象に「卒業生調査」を実施、学習成果を確認するとともに学内改善の基礎資料とすることとした。また同時に同窓
会の活性化に向けてあらためて取組みを開始した。（４）学校関係者評価委員会の全委員の名簿

名　前 所　　　属 任期

　※委員の種別の欄には、学校関係者評価委員として選出された理由となる属性を記載すること。
　（例）企業等委員、PTA、卒業生等

（５）学校関係者評価結果の公表方法・公表時期

５．「企業等との連携及び協力の推進に資するため、企業等に対し、当該専修学校の教育活動その他の学校運営の状況に関する情報を提
供していること。」関係

（ホームページ　・　広報誌等の刊行物　・　その他（自己評価報告書）

URL： https://tec.ttc.ac.jp/

公表時期： 毎年7月31日を原則とする。

（２）各学科等の教育 ﾃｸﾆｶﾙHP > 学科紹介

（３）教職員 ﾃｸﾆｶﾙHP > 公開情報

（４）キャリア教育・実践的職業教育 ﾃｸﾆｶﾙHP > 就職・資格 > 就職サポート体制

（１）企業等の学校関係者に対する情報提供の基本方針
本校では、実践的な職業教育を行う教育機関として、関係業界等のニーズを踏まえ、どのような理念・目的・目指す人材像等を揚げて取り
組んでいるか適切な説明を行う必要があるという認識のもと、「専門学校における情報提供等への取組に関するガイドライン」に基づいた評
価項目をもって、学校関係者に情報公開を積極的に行い、学内外に対して普遍的判断のつく教育活動の透明性の証明の為に情報を公表
する。
（２）「専門学校における情報提供等への取組に関するガイドライン」の項目との対応

ガイドラインの項目 学校が設定する項目

（１）学校の概要、目標及び計画
ﾃｸﾆｶﾙHP > 学校案内 > 教育理念
学園HP > 学園概要

（５）様々な教育活動・教育環境
ﾃｸﾆｶﾙHP > 当校が選ばれる理由
学園HP > 教育への取組み



（８）学校の財務 ﾃｸﾆｶﾙHP > 公開情報

（９）学校評価 ﾃｸﾆｶﾙHP > 公開情報

（１０）国際連携の状況
学園HP > 学園概要 > 海外姉妹校・協力校
ﾃｸﾆｶﾙHP > ｷｬﾝﾊﾟｽﾗｲﾌ > 海外短期留学研修SISP
ﾃｸﾆｶﾙHP > ｷｬﾝﾊﾟｽﾗｲﾌ > 建築・ｲﾝﾃﾘｱ海外研修

（６）学生の生活支援
学園HP > 入学案内・奨学金 > 奨学金/融資制度
ﾃｸﾆｶﾙHP >  ｷｬﾝﾊﾟｽﾗｲﾌ
ﾃｸﾆｶﾙHP > 入学案内 > 学生寮のご案内

（７）学生納付金・修学支援
学園HP > 入学案内・奨学金
ﾃｸﾆｶﾙHP > 入学案内 > 学費・学費サポート

（ホームページ　・　広報誌等の刊行物　・　その他（　　　　　　　　　　　））
URL： https://tec.ttc.ac.jp/
公表時期： 毎年7月31日を原則とする。

（１１）その他 　　―

※（１０）及び（１１）については任意記載。
（３）情報提供方法
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1 ○ 情報リテラシー

コンピュータなどのメディアを活用した情報の収
集・検索、コミュニケーションを行う基礎知識のこ
とを「情報リテラシー」といいます。これはイン
ターネットを使って調べたり、メールを使って連絡
を取り合うなど、日常的に色々な手段を使いこなし
てこそ得られるものです。この科目では、「教材」
としての学内におけるノートパソコン利用、当校の
コンピュータ環境にまず慣れるために必要なことを
学びます。

1
(1)

15 1 ○ ○ ○

2 ○ PCリテラシー

様々なビジネス文書、見積書などの表計算、データ
シートやグラフ、プレゼンテーション資料などの作
成に必要なWord・Excel・Powerpointの基本操作を
学びます。またWebページの制作に使用するテキス
トエディタ、ブラウザのインストールを行い、基本
操作を習得し、HTML・CSSのコーディングに活かす
ことで、PCを使った日常の業務の効率化を図ること
ができます。

1
(1)

30 2 ○ ○ ○

3 ○ 情報デザイン1

Webサイトが表示される仕組み、世の中でどのよう
な役割を果たしているかを学ぶ。
Webサイトの制作技術を学ぶ上での前提知識として
制作のワークフロー、設計についての概要について
理解しておく。

1
(1)

15 1 ○ ○ ○

4 ○ 情報デザイン2

Webサイトレイアウトの基本を学ぶ。レイアウトの
トレンドを確認し、コンテンツに沿ったレイアウト
を理解する。
コンテンツを考え、簡易ツールを使い、Webサイト
を制作する。

1
(2)

15 1 ○ ○ ○

5 ○ 情報デザイン3

撮影した動画を編集するソフトAdobe Premiere Pro
の操作方法を習得する。
Adobe Premiere Proはプロの現場でも使われており
Web動画クリエイター科での動画制作はこのソフト
ウェアでの制作を標準とする。

1
(2)

15 1 ○ ○ ○

授業科目等の概要

#REF!
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授業科目名 授業科目概要
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携



6 ○ 情報デザイン4

Webサイトの情報設計を実践を通して習得する。
これまでで知識として学んだできた情報設計の方法
を復習しながら、一人で小規模サイトの設計ができ
る技術を習得する。

1
(3)

15 1 ○ ○ ○

7 ○ 情報デザイン5

ポートフォリオサイトをブラッシュアップする。ブ
ラッシュアップのポイントはインタラクション表現
を加えること。よく使われるインタラクション表現
を参考にし、CSS3を使い改訂を行う。

2
(1)

15 1 ○ ○ ○

8 ○ 情報デザイン6

PHPによるメールフォームのプログラミング技術に
ついて実習を通して学習する。
後半はポートフォリオサイトのレシポンシブ対応を
課題に、レスポシブサイトのコーディングに必要な
技術を実習を通して学習する。

2
(2)

30 2 ○ ○ ○

9 ○ 情報デザイン7

WordPressを使ったWebサイト制作技術を学習する。
固定ページ、カスタム投稿タイプ、カスタムフィー
ルドを使い、運用しやすいWebサイトの構築方法を
実習を通して理解する。

2
(3)

30 2 ○ ○ ○

10 ○ 情報デザイン8

今まで学んだ知識・技術を使って、外部サイトの制
作を企画する。クライアントへのインタビュー、競
合サイトの調査、サイトコンセプトやサイトの目的
の確定、コンテンツの収集・編集、サイトの構成・
デザインカンプの作成を行い、実装してサイト完
成・公開につなげる。

2
(4)

30 2 ○ ○ ○

11 ○ 情報デザイン9
卒業制作サイトの企画立案〜情報/意匠設計を行
い、上流工程の作業手順を実践を通して習得する。

2
(5)

30 2 ○ ○ ○

12 ○ HTML5_1

HTMLの基本を学習する。WEBサーバとブラウザの関
係を理解し、WEBサイトがどのように表示されるの
かを理解する。
その後、HTMLの基本構造、各要素と学習しHTMLと
CSSの役割を学びHTMLが装飾で使うものではないと
いうことを理解し、構造と装飾を分けて考えられる
ようになる。

1
(1)

30 2 ○ ○ ○



13 ○ HTML5_2

CSSを中心に、ビジュアルとしてWEBサイトを作成す
る方法を学習する。セレクタとテキストとボックス
モデルのプロパティを中心に学習し、1カラムのレ
イアウト構成ができる技術を習得する。

1
(2)

45 3 ○ ○ ○

14 ○ HTML5_3

1カラムレイアウトから複数カラムレイアウトの作
成ができる技術を習得する。
新しい技術として背景画像、table、float、新しい
リストの要素を中心にレイアウトだけでなく、より
詳細な意味付けと構造が構築できる技術を学習す
る。
その他にはSEO対策として重要なmeta要素、title要
素の具体的な指定方法も学習する。

1
(3)

30 2 ○ ○ ○

15 ○ CSS1

CSSを中心に、ビジュアルとしてWEBサイトを作成す
る方法を学習する。セレクタとテキストとボックス
モデルのプロパティを中心に学習し、1カラムのレ
イアウト構成ができる技術を身につけることを目標
とする。

1
(2)

30 2 ○ ○ ○

16 ○ CSS2

3期では、2期で学んだ要素とプロパティをもとによ
り複雑なレイアウトを作成する技術を実習を通して
学習する。
背景画像を使った装飾やマルチカラムレイアウトの
作成が行えるfloatが中心。
最終的にHTML5/CSS3でPCサイトが作成できる技術を
習得する。

1
(3)

30 2 ○ ○ ○

17 ○ JavaScript1

フロントエンドプログラムであるJavascriptを学習
する。
HTMLとCSSの違いを理解し、プログラムをつくるた
めの工程を考える力を習得する。

1
(3)

30 2 ○ ○ ○

18 ○ JavaScript2

jQueryの使用法を深く理解できるよう学習する。
トラバースや要素の操作を含め、Javascriptを使っ
た時間指定の操作を行う。
最後に実践として、実務で使える効果を学習する。

1
(4)

30 2 ○ ○ ○

19 ○ JavaScript3
jQueryの様々なケースにおける使い方を学習する。
一部、javascriptについても学習し、jQueryと
Javascriptの使い分けができるようになる。

1
(5)

30 2 ○ ○ ○



20 ○
HTMLオーサリン
グツール

Web オーサリングツールの代表である Adobe
Dreamweaver の基本的な操作方法を学習し、Web
オーサリングツールによるWebサイト制作技術を習
得する。

1
(3)

15 1 ○ ○ ○

21 ○
Webプログラミン
グ1

追加の要素やプロパティとHTML5,CSS3を学習する。
HTML5は、divに変わる要素を中心に紹介し、CSS3
は、装飾を中心に画像を利用しなくてもデザインが
できるものを紹介する。

1
(4)

30 1 ○ ○ ○

22 ○
Webプログラミン
グ2

追加の要素やプロパティとHTML5,CSS3を学習する。
ここまでの総復習としてHTML5とCSS3を使ったサイ
トを作成する。

1
(4)

30 1 ○ ○ ○

23 ○
Webプログラミン
グ3

デバイスに応じて、CSSを切り替える手法「レスポ
ンシブサイト」を学習する。
レスポンシブサイトは、今後も主流となる手法で
Googleも推奨している。
CSSの構造が複雑になるので、徐々にレイアウトが
作れるように進める。

1
(5)

30 1 ○ ○ ○

24 ○
Webプログラミン
グ4

レスポンシブレイアウトの様々なパターンを応用例
とともに実装方法を学習する。レスポンシブにおけ
るレイアウトパターンはアイデア次第で様々な手法
が考えられる。応用例を参照しながら実装を行い、
様々なデバイスで表示可能なHTML5/CSS3の実装技術
を身につける。

2
(1)

30 1 ○ ○ ○

25 ○
Webプログラミン
グ5

プロの制作者になったら使うWebサービス、ツール
について紹介し、使えるようになっておく。
前半はチーム開発で必要なバージョン管理サービス
GitHub、後半はスタイルシート言語であるSassの使
い方を習得する。

2
(4)

30 1 ○ ○ ○

26 ○ Webサーバー技術
3期のCMS WordPress開発技術習得の前提知識とし
て、WordPressを構成しているプログラミング言語
であるPHPの基本について学習する。

2
(2)

30 2 ○ ○ ○



27 ○ CMS

CMSの基本を学習する。
CMSはWordPressとする。WordPressのテンプレート
開発の作業は制作会社に入った場合、取り組む機会
が多いため。
WordPressをインストールしカスタマイズすること
で、CMSのメリット、デメリットを理解し、操作方
法、機能の内容について学習する。

2
(3)

30 1 ○ ○ ○

28 ○ サイト制作1

Webサイト制作に必要な前提知識について復習をし
ながら理解する。Webの仕組み、制作ワークフロー
についての学習を行い、今まで習得した制作作業の
一つ一つの意味を理解する。この内容はWebデザイ
ン検定の出題範囲に該当し試験対策となる。

1
(4)

30 2 ○ ○ ○

29 ○ サイト制作2

学年末制作のポートフォリオサイトの企画立案〜情
報/意匠設計のプロセスを実践をとおして習得す
る。
企画立案においてはポートフォリオサイトについて
企業担当者は何を見て、自分は何をアピールするか
を想定し、コンテンツ構成を考える。

1
(5)

30 2 ○ ○ ○

30 ○ サイト制作3

グラフや表の作成を学び、「インフォグラフィッ
ク」に挑戦する。インフォグラフィックとは情報を
ビジュアルで表現することで分かりやすく内容を伝
え、見る人に効率よく理解してもらうための表現方
法であり、近年はWebサイトでもよく利用されてい
る。

2
(2)

30 1 ○ ○ ○

31 ○
グラフィックデ
ザイン入門

PCをはじめスマートフォン等の普及、インフラの整
備、ソフトウェアの機能向上などを受けて、現在は
ごく一般の誰もがデジタルでのクリエイティブ環境
を手に入れられる。その中にあって、プロフェッ
ショナルとしてデザイナーの価値がどこにあるのか
という問題は、年々難しくなってきている。
この科目では、プロフェッショナルとしての第一歩
をスムーズに踏み出せるよう、Illustratorという
ソフトウェアの習得を通じて「自分の考えたデザイ
ンをカタチにする」面白さを体感する。

1
(1)

30 2 ○ ○ ○

32 ○
グラフィックデ
ザイン演習1

最初の授業としてWebサイト、動画の作り方の概要
を学習する。
また、1期の目標として「90秒以内の動画制作」を
掲げており、動画を制作する上で必要最低限の手順
を習得する。

1
(1)

30 1 ○ ○ ○

33 ○
グラフィックデ
ザイン演習2

グ ラ フ ィ ッ ク の プ ロ も 愛 用 す る Adobe 製 品
（Photoshop・Illustrator）の習得を目指し、思っ
たとおりの表現がこれらソフトによって行えるよう
にする。
Photoshopでは写真の加工はもちろん、合成やテク
スチャ作成などのクリエイティブワークを学習す
る。Illustratorは基本の操作（変形、ペンツール
等）をしっかり学び、目的に応じて自由にツールを
扱えることを目指す。

1
(2)

30 1 ○ ○ ○



34 ○
グラフィックデ
ザイン演習3

デザインにおける基礎となる平面構成、色、書体な
どについて学ぶ。
コンピュータでの描画には、色がどうやって表現さ
れているのか、文字のデータはどうやって格納され
ているのか、線はどのように作成されているのかな
どを理解する。

1
(3)

30 1 ○ ○ ○

35 ○
グラフィックデ
ザイン演習4

IllustratorやPhotoshopを用いWebサイトのワイ
ヤーやカンプが作成できるような技能を実習を通し
て習得する。
実際の作業と同じ工程をなぞりながら学習すること
で、どんな時にどんな風にIllustratorやPhotoshop
を使うのかを体得し、色や書体に留意した作品が制
作ができるようになる。

1
(3)

30 1 ○ ○ ○

36 ○
グラフィックデ
ザイン演習5

ロゴマーク、ロゴタイプ、表組み、地図、グラフ、
ボタン、アイコン、イラストレーションなどのデザ
インパーツの制作技術を実習を通して習得する。
パーツの作成を通して「より美しく・より伝わる」
デザインについて考える。
ニーズにあわせてパーツを作成する能力を磨くた
め、いろいろな設定において図版・画像が作れるよ
うに反復練習を行う。

1
(4)

30 1 ○ ○ ○

37 ○
グラフィックデ
ザイン演習6

これまでのデザインに関する基礎教育を元にし、
「より美しく・より伝わる」デザインについて考え
る。
プロが作成し、すでに公開されているサイトにはデ
ザイン上の様々な工夫がつまっている。それらをト
レースすることでプロとしての視線や考え方、また
それらを作り出すテクニックを学び取る。

1
(5)

30 1 ○ ○ ○

38 ○
グラフィックデ
ザイン演習7

「ポートフォリオサイトのカンプ作成」を経て、
ポートフォリオを紙に出力する場合の方法を学び、
スムーズな就職活動への礎とする。
また、グラフィックソフトの技術を再確認するため
に、特にPhotoshopを利用してのサイトのバナー制
作に取り組む。

2
(1)

30 1 ○ ○ ○

39 ○
グラフィックデ
ザイン演習8

デザインパーツを時間を区切り、数多く制作するこ
とによりクオリティはもちろん作業スピードのアッ
プを図ることを目的とした実習を行う。

2
(2)

30 1 ○ ○ ○

40 ○
グラフィックデ
ザイン演習9

トラッド・ポップ・クール・エレガンスの4つのテ
イストを元に、既存のWebサイトのリニューアルデ
ザインを行い、それぞれのターゲットユーザーに好
まれる色や形などデザインを考え表現できる技術を
習得する。その成果として、実際の企業サイトのリ
ニュアルデザイン（案）作成し、提案を行う。

2
(3)

30 1 ○ ○ ○



41 ○
Web ア プ リ ケ ー
ション開発1

displayプロパティの復習と新しいdisplayプロパ
ティの値について学習する。新しい擬似クラスと擬
似要素が中心。擬似クラスでは、数で要素を絞り込
むカウント擬似クラスの使い分けと応用。擬似要素
では、指定方法とアイコンフォントのFontAwesome
を擬似要素で使えるようになる。さらにCSSフレー
ムワークであるBootstrapを紹介する。

2
(1)

30 1 ○ ○ ○

42 ○
Web ア プ リ ケ ー
ション開発2

ブログページ、レスポシブサイトのコーディング実
習を通して、HTML/CSS/JavaScriptの理解をさらに
深める。また、より正確に早くコーディングができ
る技術を習得するためにEmmetの活用技術を習得す
る。

2
(2)

30 1 ○ ○ ○

43 ○
Web ア プ リ ケ ー
ション開発3

JavaScriptのフレームワークを使った実装技術を習
得する。
流行のSPA（Single Page Application）などはJSの
フレームワークにより実装されており、フロントエ
ンドエンジニアの仕事ではフレームワークを使った
開発を標準にしているケースが多い。

2
(4)

30 1 ○ ○ ○

44 ○
Webマーケティン
グ1

Webマーケティングの基礎知識を学ぶ。Webサイトの
成果であるコンバージョンを獲得するための様々な
手法を理解していくにあたり、用語やそれぞれの手
法の内容や期待効果、使用目的を理解する。

2
(2)

30 1 ○ ○ ○

45 ○
Webマーケティン
グ2

広告ビジネスの基本を理解し、動画マーケティング
を加えてWebでの様々なマーケティング手法を学習
する。
Webマーケティングの各種施策を理解した上で、企
画、戦略立案をカスタマージャーニーマップの作成
手法を学習しながら実践する。

2
(3)

30 1 ○ ○ ○

46 ○
Webマーケティン
グ3

検索エンジンマーケティングのSEOの基本的な考え
方、手法を学習し検索エンジン上で表示順位を上げ
る方法を習得する。また「GoogleAnalytics」によ
るWebサイトのトラフィックやマーケティング効果
などのアクセス解析を学習する。

2
(4)

30 1 ○ ○ ○

47 ○ Web解析1

Web分析の目的、指標、視点について学習する。Web
解析ツールGoogle Analytics(GA)の操作方法、メ
ニューを理解し、レポート分析ができる技術を習得
する。

2
(3)

30 1 ○ ○ ○



48 ○ Web解析2

実際のWebサイトのモニタリングデータを使い、Web
解析を実践する。
解析結果からどのような解決策を導けば良いか、事
例を参照しながら考える力（分析力）を養う。

2
(4)

30 1 ○ ○ ○

49 ○ 3DCG制作1

AfterEffect 3Dレイヤーを活かしたアニメーション
制作に取り組む。AfterEffect操作の復習をしなが
ら3Dのアニメーションを参考にし、3D空間を使った
表現にチャレンジする。

2
(4)

30 1 ○ ○ ○

50 ○ 3DCG制作2

AfterEffect 3Dレイヤーを活かしたアニメーション
制作に取り組む。
このアニメーションは卒業制作として取り組む。
テーマは各自が考えて設定するが映像の投影対象と
してプロジェクションマッピングにチャレンジして
も良い。

2
(5)

30 1 ○ ○ ○

51 ○
モーショングラ
フィックス1

グラフィクスの動的表現であるモーショングラ
フィックス事例、制作ツールであるAfterEffectsの
基本操作について学習する。動画のオープニングや
挿入テロップの質を上げるためには必要な技術であ
り、モーショングラフィックスは今後Webでも多用
されてゆく可能性があるので、illustrator習得の
延長としてAfterEffectsの基本的な操作も習得し表
現の幅を広げる。

1
(4)

30 2 ○ ○ ○

52 ○
モーショングラ
フィックス2

こ れ ま で 学 ん で き た グ ラ フ ィ ッ ク 技 術
（Illustrator、Photoshop、AfterEffects）を生か
した作品を制作し専門学校での2年間の集大成とす
る。

2
(5)

30 1 ○ ○ ○

53 ○
カメラテクニッ
ク

動画の撮影技術を学習する。
撮影現場で必要な準備・段取り、撮影テクニックを
学びクオリティの高い動画制作を目指す。

1
(2)

15 1 ○ ○ ○

54 ○
映像機器＆撮影
技術

様々なシチュエーション（インタビュー、店舗、物
撮り、屋外）での動画撮影方法を学習する。
また、インタビュー撮影における音声収録、物撮り
におけるライティング（証明）方法についても実践
を通して学習する。

1
(2)

15 1 ○ ○ ○



55 ○
周辺機器活用技
術

動画撮影の周辺機器（カメラ以外の撮影機材）の用
途、使用方法を学習し、それらを活用した動画制作
に取り組む。
また、Premiere proの利用技術向上のため、エフェ
クト、カラーコレクション/グレーディグの適用を
行った編集技術を実習をと通して学習する。

2
(1)

30 2 ○ ○ ○

56 ○ 動画制作技術1

動画の企画立案・撮影（プリプロ、プロダクショ
ン）を中心に制作技術を学習する。絵コンテ作成を
中心にシナリオが事前に出来上がった上でプロダク
ションに臨むプロセスを踏めるようにする。

2
(2)

30 1 ○ ○ ○

57 ○ 動画制作技術2
動画の編集（ポスプロ）を中心に制作技術を学習す
る。動画制作実習を通じてカット選び、カットつな
ぎ、MA、カラコレの技術を向上させる。

2
(3)

30 1 ○ ○ ○

58 〇
リアルジョブプ
ロ ジ ェ ク ト
（RJP）1

【２期/問題発見プログラム】
リアルジョブプロジェクト(RJP)においては、「問
題発見能力」「問題解決能力」「コミュニケーショ
ン能力」などの技術力に留まらない「社会性（社会
で活躍する力）」を身につけることを目標に、学科
横 断 ・ 企 業 連 携 に よ る PBL(Project Based
Learning)に取り組んでいく。
学生の皆さんはRJPの授業をとおして下記に示す能
力の向上に努めること。
①問題を発見し解決するために合理的に考える能力
②人の話を聞き自分の意見を伝えるためのアサー

1② 30 〇 〇 〇 ○

59 〇
リアルジョブプ
ロ ジ ェ ク ト
（RJP）2

【３期/問題解決策定プログラム】
特に３期においては、２期に検討した「問題発見プ
ログラム」の解決に向けて具体的な方策を策定する
「問題解決策定プログラム」に取り組んでいく。４
期以降の円滑な活動に向け十分な検討ができるよう
積極的な授業参加を期待するとともに、学生の皆さ
んが、RJPの授業に積極的にそして粘り強く取り組
む中で、専門性を活かすための「社会性」を向上さ
せることを期待する。

1③ 30 〇 〇 〇 ○

60 〇
リアルジョブプ
ロ ジ ェ ク ト
（RJP）3

【４期/問題解決実践プログラム】
特に４期においては、３期に検討した「問題解決策
定プログラム」の解決策にしたがって「問題解決実
践プログラム」に取り組んでいく。年度末に十分な
問題解決の成果が上がるよう積極的な授業参加を期
待するとともに、学生の皆さんが、RJPの授業に積
極的にそして粘り強く取り組む中で、専門性を活か
すための「社会性」を向上させることを期待する。

1④ 30 〇 〇 〇 〇

61 〇
リアルジョブプ
ロ ジ ェ ク ト
（RJP）4

【５期/問題解決報告プログラム】
特に５期においては、４期に引く続き「問題解決実
践プログラム」に取り組むとともに、期の後半には
年度末に行われる学習成果報告会に向けて、問題解
決の報告をまとめる「問題解決報告プログラム」に
取り組んでいく。学生の皆さんが、RJPの授業に積
極的にそして粘り強く取り組む中で、専門性を活か
すための「社会性」を向上させることを期待する。

1⑤ 30 〇 〇 〇 〇



62 〇
リアルジョブプ
ロ ジ ェ ク ト
（RJP）5

【２期/問題発見プログラム】
リアルジョブプロジェクト(RJP)においては、「問
題発見能力」「問題解決能力」「コミュニケーショ
ン能力」などの技術力に留まらない「社会性（社会
で活躍する力）」を身につけることを目標に、学科
横 断 ・ 企 業 連 携 に よ る PBL(Project Based
Learning)に取り組んでいく。
学生の皆さんはRJPの授業をとおして下記に示す能
力の向上に努めること。
①問題を発見し解決するために合理的に考える能力
②人の話を聞き自分の意見を伝えるためのアサー

2② 30 〇 〇 〇 ○

63 〇
リアルジョブプ
ロ ジ ェ ク ト
（RJP）6

【３期/問題解決策定プログラム】
特に３期においては、２期に検討した「問題発見プ
ログラム」の解決に向けて具体的な方策を策定する
「問題解決策定プログラム」に取り組んでいく。４
期以降の円滑な活動に向け十分な検討ができるよう
積極的な授業参加を期待するとともに、学生の皆さ
んが、RJPの授業に積極的にそして粘り強く取り組
む中で、専門性を活かすための「社会性」を向上さ
せることを期待する。

2③ 30 〇 〇 〇

64 〇
リアルジョブプ
ロ ジ ェ ク ト
（RJP）7

【４期/問題解決実践プログラム】
特に４期においては、３期に検討した「問題解決策
定プログラム」の解決策にしたがって「問題解決実
践プログラム」に取り組んでいく。年度末に十分な
問題解決の成果が上がるよう積極的な授業参加を期
待するとともに、学生の皆さんが、RJPの授業に積
極的にそして粘り強く取り組む中で、専門性を活か
すための「社会性」を向上させることを期待する。

2④ 30 〇 〇 〇 〇

65 〇
リアルジョブプ
ロ ジ ェ ク ト
（RJP）8

【５期/問題解決報告プログラム】
特に５期においては、４期に引く続き「問題解決実
践プログラム」に取り組むとともに、期の後半には
年度末に行われる学習成果報告会に向けて、問題解
決の報告をまとめる「問題解決報告プログラム」に
取り組んでいく。学生の皆さんが、RJPの授業に積
極的にそして粘り強く取り組む中で、専門性を活か
すための「社会性」を向上させることを期待する。

2⑤ 30 〇 〇 〇 〇

66 ○ 校外実習1

長野研修センターでの活動を撮影し１本の動画に編
集する。
目的はこれから長野研修に行く在学生や、入学応募
者に長野研修をイメージしてもらうこと。
長野の良いところを見つけ動画に納め活動を通して
動画制作者としての観察眼を養う。

1
(5)

30 1 ○ ○

67 ○ 校外実習2

長野研修センターでの活動を撮影し１本の動画に編
集する。
目的はこれから長野研修に行く在学生や、入学応募
者に長野研修をイメージしてもらうこと。
長野の良いところを見つけ動画に納め活動を通して
動画制作者としての観察眼を養う。

2
(5)

30 1 ○ ○

68 ○
海外短期留学研
修1

海外提携校において ESL(English as a Second
Language)講座並びに異文化コミュニケーションの
実践的研修を実施する。

1
(2)

90 6 ○ ○



69 ○
海外短期留学研
修2

海外提携校において ESL(English as a Second
Language)講座並びに異文化コミュニケーションの
実践的研修を実施する。

2
(2)

90 6 ○ ○

70 ○
海外短期留学研
修1

海外提携校（米オハイオ・ドミニカン大学）におい
てESL（English as a Second Language）講座並び
に異文化コミュニケーションに関する実践的研修に
取り組む。

1② 90 6 ○ ○ ○

71 ○
海外短期留学研
修2

海外提携校（米オハイオ・ドミニカン大学）におい
てESL（English as a Second Language）講座並び
に異文化コミュニケーションに関する実践的研修に
取り組む。

2② 90 6 ○ ○ ○

72 ○
建築インテリア
海外研修1

西洋の建築および都市に関する特別集中講義を実施
するとともに、実際に現地（ヨーロッパ）に赴き空
間体験することで、西洋建築並びに都市計画に対す
る理解を深める。

1⑤ 90 6 ○ ○ ○

73 ○
建築インテリア
海外研修2

西洋の建築および都市に関する特別集中講義を実施
するとともに、実際に現地（ヨーロッパ）に赴き空
間体験することで、西洋建築並びに都市計画に対す
る理解を深める。

2⑤ 90 6 ○ ○ ○

74 ○ 国内建築研修1

日本の建築および都市に関する特別集中講義を実施
するとともに、実際に現地に赴き空間体験すること
で、日本建築並びに都市計画に対する理解を深め
る。

1② 30 2 ○ ○ ○

75 ○ 国内建築研修2

日本の建築および都市に関する特別集中講義を実施
するとともに、実際に現地に赴き空間体験すること
で、日本建築並びに都市計画に対する理解を深め
る。

2② 30 2 ○ ○ ○



76 ○ 国内環境研修1

東洋のガラパゴスとも呼ばれ、独特の地形地質、生
態系、生物多様性を保全する小笠原諸島に関し特別
集中講義を実施するとともに、実際に現地に赴きエ
コツーリズムを体験する中で、環境保全に対する理
解を深める。

1⑤ 60 4 ○ ○ ○

77 ○ 国内環境研修2

東洋のガラパゴスとも呼ばれ、独特の地形地質、生
態系、生物多様性を保全する小笠原諸島に関し特別
集中講義を実施するとともに、実際に現地に赴きエ
コツーリズムを体験する中で、環境保全に対する理
解を深める。

2⑤ 60 4 ○ ○ ○

77

期
週

合計 科目 2430 単位（単位時間）

卒業要件及び履修方法 授業期間等

１　一の授業科目について、講義、演習、実験、実習又は実技のうち二以上の方法の併用により行う場合
  については、主たる方法について○を付し、その他の方法について△を付すこと。

5
7

卒業要件： 卒業学年次生が学則上の必須科目のすべてを履修した場合に卒業を認める。
履修方法： 当該科目の履修判定試験の６割以上の理解をもって合格とし履修終了を認める。

２　企業等との連携については、実施要項の３（３）の要件に該当する授業科目について○を付すこと。

１学年の学期区分
１学期の授業期間

（留意事項）


